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ジャカルタの都市としての起源
・パジヤジャラン王国の外港（スンダクラパ）の
建設が起源
・現代に繋がる都市は、 1619年のオランダ東
インド会社の占領によって造られたバタビア
がもとになる。
－その頃の地図（絵） : 1628年、 1629年の様
子：河J1・運河・城壁・格子状道路・行政施
設・住宅などがみられる。
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研究の目的と背景
・研究の目的
旧版地図を利用して、ジャカルタの都市の
発達過程を明らかにすること。
－研究の背景
総合地球環境学研究所の「都市の地下環
境に残る人間活動の影響jプロジェクトの一
環として本研究を実施中。
研究の経緯と方法
旧版地図：現在の地形図が作成される以前の旧宗主国・
統治固などが作成した地図、およびそれ以前の絵図など。
（外邦図などを含む）
旧版地図の収集：日本の大学・図書館・政府関連機関・イン
ドネシア政府など
補足地形図・空中写真・ランドサツト画像などでの
現地調査での補足
・研究の方法：時系列的に並べた旧版地図から、都市の発
達過程を求める。
都市の発展過程
（旧版地図の図示）
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都市の発展過程（3パター ン）
①密林→砦・囲郭都市→都市包含（「コタ地区j)
②密林→農園→農園→新都心→都市包含
（『ウエルトフレー デン地区』）
③密林→密林→農園→農園→新都心→都市
包含（「クパヨラン・パル地区』）
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